
第 39国人代市長杯レース開催のお知らせ

平成 24年 3月 吉日

ヨットマン各位

人代ヨ トクラブ会長

方  基  一

本年も寒い日が続いています。さて,今年も, レースシーズンが開幕します。

昨年の本レースは,九州新幹線全線開業記念と冠してご案内しましたが,開業の

前日 3月 11日 には東日本大震災が発生し,その開催も危ぶまれたところでした。

然し,皆で元気を出して頑張ろうとのメッセージを込めて開催しました。只,掛け

声に反し,その復興は遅々として進まないというのが現状のようです。

夏にはロンドン五輸も予定されており,ヨ ット競技でも,我々にも縁のある若者

達がキャンペーンを張っております。49er級の牧野君,470級 の長崎の原田君

(HOYOのスキッパーのご子息),レーサ―゙ラテ゛ィアル級の原田嬢 (同 ご令嬢)らがその若

者達です。物心両面で応援していきましょう。

又,来年には極楽蜻蛉が出場したメルボルンー大阪ダブルハンドレースが開催さ

れるようで,若者の挑戦が楽しみです。

本レースは,前理事長の言のとおリヨットマンの親睦が第一の目的です。

近年,参加艇の顔ぶれは殆ど変わらず,(勿論乗組員のお顔は次第に老けていって

るようですが)上位入賞艇も変わらない状況ですが,前夜祭だけでもご参加戴き楽

しい一時を過ごして貰えればと思います。多数のご参加をお待ち致します。
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平成 24年 (2012年 )
第 39回人代市長杯ヨットレース開催要項
主催 人代ヨットクラブ
大会会長  緒  方 基  一   副会長  宮
運営委員長 加  来  健  一   副委員長 高
委   員 人代ヨットクラブ会員

スタ~卜    3月 25日 (日 )午前 9時
タイムリミット 3月 25日 (日 )午後 3時
表彰式     3月 25日 (日 )午後 4時 (レーろ終了後 )

之

廣

輝

晃

川

岡

艇長会議    3月 24

前夜祭     3月 24

参加料

参加申込

表彰対象

(コース)人代海内
Aコ ース

二 )

Bコース

イ)

特色

日(土)午後きこ
ラブポンツーン付近

日 (土)奪曇サ渾 
緒方印刷所 海の家 「仰雲亭」

同上
1艇  ¥5, ooO円   前夜祭 1人 ¥50o円
別紙様式により3月 20日 (必着)ま でに参加料を添えて下記へ申込のこと (尚 ,例年前夜祭会場にて受付をしてぉ りますが,その場合は事前に電話して下さい。)
〒866‐ Oo14 人代市高島町4366番 地 1

キヤプテンガンバ 高 岡 晃 廣
Ъ・   :0965‐ 35‐0964   携群,o9o‐ 5024‐ 7389

: 重i冒程liごミ`柾 1111,71;

イ) スター トライン
人代港外,大牛瀬の東側に標旗を掲げた浮標 と本部艇マス トの見通 し

1回航点
田浦沖 芝島 (時計回り)

第管薔震蟄

島諸島の及倭畠蔵黒∬夢鬱覇ぷ「 よの源次郎瀬に注意のこと

フ下量す曇蟹573田
沖 舟揚島 (時計回り)

標沿蟹庁掌ξふ属

南島東側に標旗を掲げた浮標と人代港岸壁に掲げた

→ ハ )→ 二 )
「手漕ぎ勝手たるべし」 (勿論エンジン不可)
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潮汐 (八代港 )

3月 25日 (中潮)満潮 10時 16分  22時 45分
干潮  4時 22分   16時 38分

* レース艇の繋留は,大島西港人代ヨットクラブ・ポンツーンに多少空スペース (3
～ 4艇分)があります。潮の具合を見て入港して下さい。
その他は,大島東浦へどうぞ。
(1) 事故防止対策
イ) ヨットレース前,海事関係者への周知
口) 海上衝突予防法及び港則法の遵守,周知徹底
ハ) 無銭電話等による相互連絡及び本部等への緊急連絡
二) 救命月同衣の着用励行
ホ) 荒天時は艇長の判断により最寄りの港に非難
へ) 参加艇は,補助エンジン搭載のこと
卜) 港内では,帆を減 じて航行のこと
チ) スター ト時,フ ィニッシユ時のコースについては,本船航路を避け,別紙図
面の指示とお りとする

* ハジについても十分注意のこと
(2) 事故発生時の対策
イ) レース本部への連絡  海上本部 P2号 (34フ ィー トクルーザー )

陸上本部 外港埠頭付近に陸上本部車駐車 (携帯 )
口) 本部艇の出動指揮
ハ) 事故の種別によリレース中止, レース艇の救助活動
二)海 上保安部への連絡 (118番 )
(3)標 識灯の設置等

スター トライン・フィニッシユライン上に標識ブイを 1個設置
* 本ブイは,ス ター ト前後,フ ィニッシユ前後に本部により設置,回収

(4) 緊急時の連絡
イ)携 帯電話による連絡
口) 避難港より有線電話及び携帯電話 緒方印刷所 0965‐ 32‐3117

海上保安部  0965‐ 37‐ 1477

陸上本部   090‐ 5024‐ 7389

(5) レースの中止
気象の変化に留意 し,気象警報等の発生により荒天が予想される場合は,レ
ースを中止する。風速 平均毎秒 15m以 上  波高 平均 2m以上

(6) その他
イ) レース艇は,別紙のとおり航路より150m離 れて航行のこと
口) 大築島南側の検疫錨地を避けること

本部艇  1 艇  名 P2号 (クルーザー型 ヨット)

2 全  長  10m45(34フ ィー ト)

3 補  機 ヤンマー 2GM
4艇  長 高 岡 晃 廣 (090‐ 5024‐ 7389)


